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軽
自
動
車
税
申
告
窓
口
が

 

変
わ
り
ま
す

　

７
月
１
日（
月
）か
ら
、
軽
二
輪

自
動
車（
１
２
５
cc
超
～
２
５
０

cc
以
下
）・
小
型
二
輪
自
動
車（
２

５
０
cc
超
）の
軽
自
動
車
税
の
申

告
窓
口
が
変
わ
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
・
変
更
後
の
申
告
先

　

�（
一
社
）
全
国
軽
自
動
車
協
会

連
合
会
福
岡
事
務
所
千
早
分
室

　

福
岡
市
東
区
千
早
３
─
10
─
40

　

九
州
陸
運
会
館
２
階

　

☎
６
４
１
─
０
４
３
１

バ
ド
ミ
ン
ト
ン

 

体
験
・
交
流
会

　

興
味
の
あ
る
人
は
参
加
し
て
み

ま
せ
ん
か
。

日�

時　

７
月
７
日（
日
）
午
前
９

時
30
分
～
正
午（
受
付
開
始
は

９
時
15
分
）

場
所　

新
宮
東
小
学
校
体
育
館

対�
象　

町
内
に
住
む
人
、
町
内
事

業
所
に
勤
務
す
る
人

必�

要
な
も
の　

運
動
で
き
る
服
装�

・
体
育
館
シ
ュ
ー
ズ
・
飲
み
も

の
・
ラ
ケ
ッ
ト

参�

加
費　

１
人
３
０
０
円（
中
学

生
以
下
は
１
人
１
０
０
円
）

※�

当
日
参
加
も
可
能
で
す
が
、
事

前
の
申
し
込
み
を
お
ね
が
い
し

ま
す
。

申�

込
・
問
い
合
わ
せ
先

　

町
体
育
協
会
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部

　

森
田

　

☎
０
９
０
─

　
　

３
０
７
７
─
１
３
７
５

無
料
法
律
相
談 

　

　

法
的
な
知
識
が
必
要
な
複
雑
な

問
題
に
対
し
、
弁
護
士
が
適
切
な

ア
ド
バ
イ
ス
を
行
い
ま
す
。
相
談

は
予
約
が
必
要
で
す
。

日�

時　

７
月
16
日（
火
）
午
後
１

時
～
４
時

※
１
人
あ
た
り
30
分

場
所　

町
福
祉
セ
ン
タ
ー

対
象

　

原
則
と
し
て
町
内
に
住
む
人

※�

裁
判
所
で
訴
訟
中
の
も
の
、
弁

護
士
に
依
頼
済
み
の
も
の
は
受

け
付
け
で
き
ま
せ
ん
。
ひ
と
つ

の
内
容
に
つ
き
、
１
回
の
利
用

に
限
り
ま
す
。

定
員　

６
人（
先
着
順
）

申
込
受
付
開
始
日

　

７
月
１
日（
月
）

申
込
方
法　

窓
口
、
電
話

問
い
合
わ
せ
先

　

町
社
会
福
祉
協
議
会

　

☎
９
６
３
─
０
９
２
１（
直
）

労
働
保
険
年
度
更
新 

　

　

令
和
元
年
度
の
労
働
保
険
年

度
更
新
の
手
続
き
は
、
７
月
10
日

（
水
）が
期
限
と
な
っ
て
い
ま
す
。

事
業
主
の
人
は
、
期
限
ま
で
に
申

告
と
納
付
の
手
続
き
を
行
っ
て
く

だ
さ
い
。
詳
細
は
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

　

�

福
岡
労
働
局
総
務
部
労
働
保
険

徴
収
課

　

☎
４
３
４
─
９
８
３
３

く
ら
し
・
行
政

 

困
り
ご
と
相
談
所

　

行
政
機
関
や
弁
護
士
・
司
法

書
士
・
税
理
士
な
ど
の
専
門
家
が

相
談
に
応
じ
ま
す
。
相
談
は
無
料

で
、
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。
お
気

軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

日�

時　

７
月
26
日（
金
）
午
前
10

時
～
午
後
３
時

場�

所　

ト
リ
ア
ス
久
山　

ト
リ
ア

ス
モ
ー
ル

内�
容　

育
児
・
子
育
て
、
登
記
、

年
金
、
税
金
、
環
境（
主
に
Ｐ

Ｃ
Ｂ
処
理
）、
相
続
、
法
律
問

題
、
行
政
全
般
の
相
談

※�

予
約
は
不
要
で
す
が
、
当
日
、

先
着
順
で
受
け
付
け
ま
す
。

問�

い
合
わ
せ
先　

総
務
省
九
州
管

区
行
政
評
価
局
行
政
相
談
課

　

☎
４
３
１
─７
０
８
２（
直
）

第
48
回
町
民
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

 

参
加
チ
ー
ム
募
集

日
時

　

９
月
１
日（
日
）午
前
８
時
～

場
所　

杜
の
宮
グ
ラ
ウ
ン
ド
ほ
か

チ
ー
ム
構
成

　

同
じ
行
政
区
に
住
む
人
で
構
成

※�

他
の
行
政
区
か
ら
は
２
人
ま
で

参
加
可
能

競
技
部
門（
９
人
制
）

〇�

一
般
の
部

　

学
生
を
除
く
15
歳
以
上
の
男
性

※�

大
学
生
は
２
人
ま
で
出
場
登
録

可
能

〇
壮
年
の
部

　

男
性（
45
歳
以
上
）、
女
性

申
込
締
切
日　

８
月
９
日（
金
）

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

　

�

町
体
育
協
会
事
務
局（
杜
の
宮

運
動
施
設
管
理
棟
内
）

　

☎
９
６
２
─
３
２
６
２

※�

電
話
受
付
は
、
月
曜
日
･
水
曜

日
・
金
曜
日
の
午
前
中
の
み

　

�taikyou-shingu@
kna.

biglobe.ne.jp

　みなさんの身のまわりで起こっている苦情や心
配ごとなど、気軽に相談してください。相談は無
料で、秘密は固く守ります。
日時　７月９日（火）午前１０時～午後３時
※１人あたり３０分
場所　町福祉センター
相談員　�人権擁護委員、行政相談委員、社会福祉

協議会職員
内�容　生活・家庭不和・結婚・近隣の問題、行政
への意見、高齢者や家族の悩み、福祉サービス
の利用や金銭管理の不安、生きがい活動などの
相談
※�予約は不要です。会場に午後２時３０分までに
お越しください。
問い合わせ先
　町社会福祉協議会　☎９６３－０９２１（直）

心配ごと・福祉なんでも相談
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町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

 

入
会
説
明
会

　

60
歳
以
上
の
健
康
で
働
く
意
欲

の
あ
る
人
を
募
集
し
ま
す
。

日�

時　

７
月
17
日（
水
）
午
前
10

時
～
11
時

場
所　

そ
ぴ
あ
し
ん
ぐ
う

問
い
合
わ
せ
先

　

町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

　

☎
９
６
３
─
４
８
９
０

フ
ァ
ミ
サ
ポ「
ま
か
せ
て
会
員
」

 

講
習
会
参
加
募
集

　

一
時
預
か
り
や
、
子
ど
も
の
送

迎
な
ど
、
空
き
時
間
に
お
手
伝
い

が
で
き
る
人（
ま
か
せ
て
会
員
）を

募
集
し
ま
す
。
登
録
は
講
座
の
受

講
が
必
要
で
す
。
講
師
は
幼
稚
園

園
長
や
栄
養
士
な
ど
が
務
め
ま
す
。

日�

時　

７
月
17
日（
水
）、
19

日（
金
）、
23
日（
火
）、
25
日

（
木
）、
30
日（
火
）、
８
月
１
日

（
木
）の
午
前
10
時
～
正
午

※�

７
月
17
日
、
８
月
１
日
は
午
後

０
時
30
分
ま
で

場
所

　

町
福
祉
セ
ン
タ
ー
内

受
講
料　

資
料
代
１
０
０
円
程
度

申
込
方
法　

電
話
、
窓
口

申
込
締
切
日　

７
月
10
日（
水
）

定
員　

30
人（
託
児
５
人
ま
で
）

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

　

�

新
宮
町
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー

ト
・
セ
ン
タ
ー

　

☎
６
９
２
─
９
６
２
２

令
和
元
年
度
の
小
・
中
学
校
用

 

教
科
書
閲
覧

　

学
校
関
係
者
だ
け
で
な
く
、
一

般
の
人
も
閲
覧
で
き
ま
す
。

展�

示
期
間　

６
月
14
日（
金
）
～

７
月
３
日（
水
）

※
土
曜
日
・
日
曜
日
を
除
く

時
間　

午
前
９
時
～
午
後
５
時

場�

所　

糟
屋
郡
自
治
会
館
内�

糟

屋
地
区
教
育
研
究
所（
粕
屋
町

上
大
隈
55
─
１
）

問
い
合
わ
せ
先

　

糟
屋
地
区
教
育
研
究
所　

　

☎
９
３
８
─
０
８
９
５

命
を
救
う
の
は
確
か
な
知
識

 

救
命
講
習

　

心
肺
蘇
生
法
や
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
取
り

扱
い
方
法
を
学
ぶ
講
習
会
を
開
催

し
ま
す
。

　

命
を
守
る
の
は
あ
な
た
で
す
。

積
極
的
に
受
講
し
ま
し
ょ
う
。

講
習
別
日
時

（
希
望
す
る
日
時
に
申
し
込
み
）

〇�

普
通
救
命
講
習
Ⅰ　

７
月
21
日

（
日
）、８
月
４
日（
日
）の
午
前

９
時
30
分
～
正
午

〇�

救
命
入
門
コ
ー
ス　

７
月
５
日

（
金
）、８
月
23
日（
金
）の
午
前

９
時
30
分
～
11
時

※�

救
命
講
習
を
受
け
た
こ
と
が
な

い
人
は
、
救
命
入
門
コ
ー
ス
を

お
す
す
め
し
ま
す
。

場�

所　

粕
屋
北
部
消
防
本
部
２
階

講
堂（
古
賀
市
今
在
家
１
６
７

─
１
）

対�

象　

町
内
に
居
住
ま
た
は
勤
務

す
る
中
学
生
以
上
の
人

申�

込
開
始
日　

講
習
希
望
日
の
各

講
習
日
の
１
か
月
前（
各
回
定

員
１
０
０
人
、
先
着
順
）

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

　

粕
屋
北
部
消
防
本
部
警
防
課

　

�kyukyu@
khfd-119.koga.

fukuoka.jp

　

☎
９
４
４
─
０
１
３
２

※�

消
防
本
部
・
新
宮
分
署
の
窓
口

お
よ
び
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
申
込

用
紙
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

放
送
大
学

 

10
月
入
学
生
募
集

　

放
送
大
学
で
は
、
10
代
か
ら
90

代
ま
で
の
幅
広
い
世
代
が
学
ん

で
い
ま
す
。
心
理
学
・
福
祉
・
経

済
・
文
学
な
ど
、
約
３
０
０
の
科

目
が
あ
り
、
１
科
目
か
ら
学
ぶ
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　

全
国
に
学
習
セ
ン
タ
ー
が
あ
る

た
め
、
学
生
の
交
流
も
盛
ん
で
す
。

出
願
期
限

〇
第
１
回　

８
月
31
日（
土
）

〇
第
２
回　

９
月
20
日（
金
）

資
料
請
求
・
問
い
合
わ
せ
先

　

放
送
大
学
福
岡
学
習
セ
ン
タ
ー

　

☎
５
８
５
─
３
０
３
３

日時　７月７日（日）午後７時～９時
場所　六所神社
※�神社横の独鈷寺薬師堂では、年に１度の薬師如来御開
帳も行われます。
駐車場　立花口区公民館、立花山登山者用駐車場
主催　Tachibana�All�Powers
問い合わせ先
　新宮町おもてなし協会　☎９８１－３４７０
※少雨決行、雨天・荒天時中止です。

タチバナノタナバタ
　今年も七夕の夜に、六所神社で竹灯籠を灯します。ゆ
らゆら揺れる竹灯籠と星空の共演をお楽しみください。
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突
然
で
す
が
、
み
な
さ
ん
は
交

通
ル
ー
ル
を
守
れ
て
い
ま
す
か
。

「
ヒ
ヤ
リ
ハ
ッ
ト
」の
経
験
は
あ

り
ま
せ
ん
か
。
運
転
す
る
と
き

は「
か
も
し
れ
な
い
」を
意
識
し
、

ま
た
、
道
路
を
横
断
す
る
と
き
な

ど
は「
右
見
て
、
左
見
て
、
も
う

一
度
右
を
確
認
」を
実
践
で
き
て

い
ま
す
か
。

　

交
通
安
全
教
室
の
取
材
で
、
私

自
身
、
交
通
ル
ー
ル
を
再
認
識
し

ま
し
た
。「
大
丈
夫
」
と
い
う
思

い
込
み
が
事
故
に
つ
な
が
る
そ
う

で
す
。
さ
ぁ
、
も
う
一
度
、
交
通

ル
ー
ル
を
お
さ
ら
い
し
ま
し
ょ

う
！

�

（
花
田
）

　小学校・幼稚園・保育園で開催した
交通安全教室です。交通安全指導員の
みなさんは、しゃがんで子どもたちと
同じ目線で「右見て、左見て、もう一
度右を見ようね！」と呼びかけ、一人
ひとりしっかりと渡る練習をしまし
た。講師からは、保護者向けにチャイ
ルドシートの正しい装着法の解説があ
り、良い学習の機会となりました。

水道の修理と下水の詰まりはこちら

名　　称 電話番号
対応できる業務

漏水
修理

漏水
調査

排水の
詰まり

（株）アステック ９６２－２５２２ ○ ○ ○

（株）イースマイル ０１２０－１２３－４５６ ○ ○ ○

上政工業（株） ６１２－５１２１ ○ ○ ○

占部設備 ０９０－５７２８－６０７３ ○ ○ ○

（株）浦山設備工業 ３２６－５１２４ ○ ○ ○

（株）江川産業 ９４３－３６９５ ○ ○ ○

北設備工業（株） ６２１－１８３６ ○ ○ ○

（有）小西設備 ９４２－２１１９ ○

小森設備
９７６－１６１８
０９０－９７２１－１６１８

○ ○

（有）佐倉設備
９６２－１２０５
０９０－８２２４－２４４４

○ ○

三和産業（株） ４１０－６１９７ ○ ○ ○

（有）新設 ９６２－１７７３ ○ ○

（有）中央技研
９４２－５８６０
０８０－３１８８－２６０５

○ ○

（株）東管工 ０９０－９６５９－４１０１ ○ ○ ○

平川設備 ９４０－２１０３ ○ ○

（株）福間住設 ０９４０－４３－３２１１ ○ ○ ○

（有）豊新工業 ９６２－４００５ ○ ○

松尾設備 ０９０－１９７５－３４４０ ○

（有）マナベ設備
９６３－３３６０
０９０－１１９６－９５５７

○ ○

※営業日などは直接問い合わせください。
※�この一覧表は「敷地内漏水の修理業者」として登
録されたものですが、「新宮町指定給水装置工事業
者」の登録をしている業者にも修理を依頼できます。
（町ホームページに掲載しています。）

熱中症で「死」の危険

－処置の遅れが命取り－

　近年の日本の夏は、最高気温が３５度を超える
ことが多くなりました。そのような厳しい暑さ
の日は、熱中症（※）への注意が必要です。

【初期症状】めまい、体温上昇、手足がつる
　このような症状を放置すると、意識状態が悪
化して大変危険です。最悪の場合、死に至るこ
ともあるため、予防や早期の対応が重要です。
【予防と対策】
①水分・塩分をこまめに補給する
　塩分を含んだ飴、梅干しなどが有効です。
②違和感を感じたら、すぐに病院を受診する
　�自力で水分を摂ることができない、意識状態
が悪いなどの場合は、すぐに救急車を呼びま
しょう。
③体温調節が苦手な子ども・高齢者に配慮する
④室内や車内の温度を適正に保つ
　�締め切った状態にすると熱がこもり、大変危
険です。エアコンを活用しましょう。または、
窓を開けて風通しを良くしましょう。

※�熱中症…かつては日射病や熱射病といわれていま
したが、現在は総称して熱中症といいます。

車で外出する際、「ちょっとだけだ
から」と乳幼児・子どもを車内に残
すと大変危険です。車内は８０度を
超えることもあります。
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